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概 要 Abstract

成 果 Results

農業者の⾃信とやりがいにつながり、函館地域の特産品とする
ため、今後も農協と連携してさらなる⽣産・販売を推し進める

対象︓JA函館市⻲⽥農産物直売所運営協議会員、JA⼥性部、JA⻘年部
道南農業試験場と渡島農業改良普及センターが連携し、さつまいもの⽣産・販売を⽀援

【さつまいも⽣産をとりまく現状】 ⽣産・販売の課題（農業者の不安）

⽣産⾯ 販売⾯

【農業者】
・販路確保が不⼗分
・栽培⽅法を模索中
・種苗費の割合が⼤きい

【加⼯製造業者】
・原料⼊⼿先が未定
・製造⼯程が未確⽴

【菓⼦店】
・加⼯品の需要が未定

【地域】
・地元の認知度が低い

農業者組織と関係機関の連携により、さつまいもの安定⽣産と加⼯・販売が実現︕
＜種苗費の低減＞
栽培（主に育苗）技術を習得し、種苗費を低減

＜加⼯品の販売開始＞
加⼯製造業者と連携し、ペースト加⼯品を⽣産販売し、農業者⾃らもペーストや⼲しいもを加⼯販売

育苗現地研修会

JA⻘年部栽培試験ほ作業

JA⼥性部の商談会参加

さつまいも活⽤商品

栽培⼾数も３倍に︕


